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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年7月5日(2018.7.5)

【公表番号】特表2017-524371(P2017-524371A)
【公表日】平成29年8月31日(2017.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2017-033
【出願番号】特願2017-514393(P2017-514393)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2018.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ    1/68     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   35/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/06     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/50     　　　Ｐ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月21日(2018.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個体からの試料がＭｉＴバイオマーカーを発現するかどうかを決定する工程を含む、Ｍ
ｉＴバイオマーカーの発現を決定するための方法。
【請求項２】
　ＭｉＴがＭＩＴＦである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＭｉＴがＴＦＥＢである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＭｉＴがＴＦＥＣである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ＭｉＴがＴＦＥ３である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＭｉＴがＳＢＮＯ２である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
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　バイオマーカーの存在が、上昇したバイオマーカー発現レベルの存在によって示される
、請求項１から６の何れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　一又は複数のバイオマーカーが、ＭＩＴ転座又は逆位を含む、請求項１から６の何れか
一項に記載の方法。
【請求項９】
　ＭＩＴ転座がＭＩＴＦ転座である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＭＩＴＦ転座がＡＣＴＧ１とＭＩＴＦを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ＭＩＴＦ転座がＡＣＴＧ１エクソン３を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ＭＩＴＦ転座がＡＣＴＧ１エクソン３とＭＩＴＦエクソン３を含む、請求項１０に記載
の方法。
【請求項１３】
　ＭＩＴＦ転座が配列番号：１３及び／又は３０を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　ＭＩＴＦ転座が配列番号：３０を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　ＭＩＴＦ転座が、配列番号：１１及び／又は１２からなるか又は配列番号：１１及び／
又は１２を含むプライマーによって検出可能である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　ＭＩＴＦ転座が、配列番号：９、１０、１１及び／又は１２からなるか又は配列番号：
９、１０、１１及び／又は１２を含むプライマーによって検出可能である、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１７】
　ＭＩＴＦ転座がＡＣＴＧ１プロモーターによって駆動される、請求項８に記載の方法。
【請求項１８】
　ＭＩＴＦ転座がＡＰ３Ｓ１とＭＩＴＦを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　ＭＩＴＦ転座がＡＰ３Ｓ１エクソン３を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　ＭＩＴＦ転座がＡＣＴＧ１エクソン３とＭＩＴＦエクソン３を含む、請求項１７に記載
の方法。
【請求項２１】
　ＭＩＴＦ転座がＡＰ３Ｓ１プロモーターによって駆動される、請求項１７に記載の方法
。
【請求項２２】
　転座がＴＦＥＢ転座である、請求項８に記載の方法。
【請求項２３】
　ＴＦＥＢ転座がＣＬＴＣとＴＦＥＢを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　ＴＦＥＢ転座がＣＬＴＣエクソン１７を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　ＴＦＥＢ転座がＣＬＴＣエクソン１７とＴＦＥＢエクソン６を含む、請求項２３に記載
の方法。
【請求項２６】
　ＴＦＥＢ転座が配列番号：１９を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　ＴＦＥＢ転座が、配列番号：１７及び／又は１８からなるか又は配列番号：１７及び／
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又は１８を含むプライマーによって検出可能である、請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　ＴＦＥＢ転座が、配列番号：１５、１６、１７及び／又は１８からなるか又は配列番号
：１５、１６、１７及び／又は１８を含むプライマーによって検出可能である、請求項２
３に記載の方法。
【請求項２９】
　ＴＦＥＢ転座がＣＬＴＣプロモーターによって駆動される、請求項２３に記載の方法。
【請求項３０】
　転座がＳＢＮＯ２逆位である、請求項８に記載の方法。
【請求項３１】
　ＳＢＮＯ２転座逆位がＭＩＤＮとＳＢＮＯ２を含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　ＳＢＮＯ２逆位がＭＩＤＮプロモーターを含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　ＳＢＮＯ２逆位がＭＩＤＮプロモーターとＳＢＮＯ２エクソン１を含む、請求項３０に
記載の方法。
【請求項３４】
　ＳＢＮＯ２逆位が配列番号：２５を含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３５】
　ＳＢＮＯ２逆位が、配列番号：２３及び／又は２４からなるか又は配列番号：２３及び
／又は２４を含むプライマーによって検出可能である、請求項３０に記載の方法。
【請求項３６】
　ＳＢＮＯ２逆位が、配列番号：２１、２２、２３、及び／又は２５からなるか又は配列
番号：２１、２２、２３、及び／又は２５を含むプライマーによって検出可能である、請
求項３０に記載の方法。
【請求項３７】
　ＳＢＮＯ２逆位がＣＬＴＣプロモーターによって駆動される、請求項３０に記載の方法
。
【請求項３８】
　ＭｉＴ転座が、上昇したＭＥＴの発現レベルを生じる、請求項１から３７の何れか一項
に記載の方法。
【請求項３９】
　ＭｉＴ転座が、上昇したＭＥＴの活性及び／又は活性化を生じる、請求項１から３８の
何れか一項に記載の方法。
【請求項４０】
　ＭｉＴ転座が、上昇したＢＩＲＣ７の発現レベルを生じる、請求項１から３９の何れか
一項に記載の方法。
【請求項４１】
　ＭｉＴ転座が、上昇したＢＩＲＣ７の活性及び／又は活性化を生じる、請求項１から４
０の何れか一項に記載の方法。
【請求項４２】
　転座が体細胞転座である、請求項１から４１の何れか一項に記載の方法。
【請求項４３】
　転座が染色体内転座である、請求項１から４２の何れか一項に記載の方法。
【請求項４４】
　個体におけるがんを治療するための医薬であって、有効量のＭｉＴアンタゴニストを含
み、治療が、ＭｉＴ過剰発現を含むがんに罹患した個体に基づく、医薬。
【請求項４５】
　個体におけるｎｃｃＲＣＣを治療するための医薬であって、有効量のＭｉＴ－転座アン
タゴニストを含む医薬。
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【請求項４６】
　がん又はがん細胞がＭｉＴ転座を含む、請求項４５に記載の医薬。
【請求項４７】
　がん又はがん細胞がＭｉＴ過剰発現を含む、請求項４５に記載の医薬。
【請求項４８】
　がん又はがん細胞がＢＩＲＣ７過剰発現を含む、請求項４５に記載の医薬。
【請求項４９】
　個体からの試料がＭｉＴバイオマーカーを発現するかどうかを決定する手段を含む、Ｍ
ｉＴバイオマーカーの発現を決定するためのキット。
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